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この図は、国土地理院「地理院地図」を使用して作成しています。

■この図は、十和田火山防災協議会資料として公表された火山災害想定影響
　範囲図（平成30年１月作成）に基づき作成しています。

※想定火口範囲内の居住地域の宇樽部地区（十和田市）と休屋地区（十和田
　市）、休平地区（小坂町）は、他の居住地域より早期に避難等の対応が必
　要となります。

■十和田の噴火警戒レベルは、十和田火山防災協議会において協議、作成さ
　れました。各レベルにおける具体的な規制範囲等については、地域防災計
　画等で定められていますので、詳細については、十和田市、小坂町、鹿角
　市にお問い合わせください。

十和田全景　東側上空から

●十和田の噴火警戒レベルは、噴火警報等でお伝えします。
●火山活動に高まりが認められた場合、火山の状況に関する解説
　情報（臨時）を発表します。
●噴火の可能性が高まった場合は、噴火警戒レベル４または５の
　噴火警報を発表します。
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※11月から４月は冬期閉鎖となる道路があるため、避難に時間を
　要することが想定されます。そのため、早めの行動が重要です。



令和４年３月

種別 名称
対象
範囲

レベル 火山活動の状況 想定される現象等

居住地域の近くまで
重大な影響を及ぼす
（この範囲に入った
場合には生命に危険
が及ぶ）噴火が発生、
あるいは発生すると
予想される。

火口周辺に影響を及
ぼす（この範囲に入
った場合には生命に
危険が及ぶ）噴火が
発生、あるいは発生
すると予想される。

火山活動に高まりが
みられる。今後の活
動の推移によっては
レベルを引き上げる
可能性がある。

居住地域に重大な被
害を及ぼす噴火が発
生すると予想される
（可能性が高まって
いる）。

居住地域に重大な被
害を及ぼす噴火が発
生、あるいは切迫し
ている状態にある。

危険な居住地域から
の避難等が必要。

警戒が必要な居住地
域での高齢者等の要
配慮者の避難及び住
民の避難の準備等が
必要。
想定火口範囲内の居
住地域での避難等が
必要。

危険な地域への立入
規制等。
住民は今後の火山活
動の推移に注意。

火口周辺への立入規
制等。
住民は今後の火山活
動の推移に注意。

状況に応じて、想定
火口範囲内の居住地
域での高齢者等の要
配慮者の避難等が必
要。

■各レベルにおける具体的な規制範囲等については各市町の地域防災計画等で定められています。
■最新の噴火警戒レベルは気象庁HPでもご覧になれます。
https://www.jma.go.jp/jma/index.html

※想定火口範囲内の居住地域は、他の居住地域より早期に避難等の対応が必要。
※火口とは、火山ハザードマップの想定する噴火場所のことをいう。
※融雪型火山泥流は積雪期のみ想定される。

※火山活動に高まりがみられ、今後の活動の推移によってはレベルを引き上げる可能性がある、または判断に迷う場合には
　火山の状況に関する解説情報（臨時）を発表する。

【５－３】
●火砕流・火砕サージが火口から概ね30kmの範囲の
　居住地域に被害を及ぼす噴火が発生、あるいは切
　迫。積雪期には融雪型火山泥流が海岸部までの河
　川流域の居住地域に到達、あるいは切迫。

なし

【５－１】
●大きな噴石が火口から４km程度まで飛散するなど
　居住地域に被害を及ぼす噴火が発生あるいは切迫。

【レベル２、３の発表について】
●火山活動が高まっていく段階では使用せず、火
山活動が沈静化し、レベル４、５から下げる段階
で、火山活動の状況に応じて発表する場合がある。

●浅部を震源とする火山性地震の増加、火山性微動
　の発生、浅部の膨張を示す地殻変動等。

　約6200年前の噴火（中掫軽石噴火）
　915年のクライマックスの噴火（毛馬内火砕流）

過去事例

過去事例

過去事例

十和田の噴火警戒レベル

なし

　　令和４年３月運用開始　

●火山活動は静穏。火山活動は静穏。

【４－１】
●大きな噴石が火口から４km程度まで飛散するなど
　居住地域に影響を及ぼす噴火の可能性。

なし過去事例

【４－２】
●火砕流・火砕サージ、融雪型火山泥流が火口から
　概ね４kmの範囲を超えた居住地域に到達する噴火
　の可能性。

【５－２】
●火砕流・火砕サージが火口から概ね20km（最大23
　km）の範囲の居住地域に被害を及ぼす噴火が発生
　あるいは切迫。

過去事例

　915年の一回あたりの噴火（中規模噴火）

住民は通常の生活。

なし過去事例


